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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　             日科協2020-005
                                                                         2020年9月吉日
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
会　員　各　位
  (一社)日本科学機器協会
国 際 委 員 会
    オンライン説明会
技術流出防止管理説明会 のご案内
～安全保障貿易管理を中心に～
昨今の取引のグローバル化・多様化、技術を知りうる人材の流動化等により、海外へ
軍事転用が可能な貨物や企業が保有する機微技術が流出するリスクが高まる状況におい
て、企業等における自主的な管理への適切な対応がますます求められています。
　そこで当委員会では、経済産業省と連携し、国際平和の維持及び企業等の技術流出を
防ぐ目的として、技術流出防止管理説明会をオンラインで開催いたします。


10月14日　オンライン説明会
技術流出防止管理説明会
参 加　申　込　書
会 社 名：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
住所：　〒□□□-□□□□
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
TEL：　　　　　　　　　　     　   　　　　
	
	氏名
	所属・役職
	メールアドレス
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頂戴した個人情報は、本オンライン説明会を運営している株式会社船井総合研究所 
中小企業等アウトリーチ事業 事務局に提供しいたしますのであらかじめご了承ください。
なお、個人情報は本オンライン説明会運営の目的以外には使用いたしません。
お申込みただいた方には、株式会社船井総合研究所 中小企業等アウトリーチ事業 事務局
から本説明会の詳細がメールにて送られます。前日になってもメールが届かない場合は
ご連絡ください。
お申込み（お問合せ）先：（一社）日本科学機器協会　事務局（担当：山河） 
Tel：03-3661-5131　　Fax：03-3668-0324　　Eメールymkw@sia-tokyo.gr.jp
【資料から抜粋】


〇 情報管理の現状の企業アンケート調査結果、「過去５年において技術が流出したと考える事例


の流出経路」は「取引先による流出」が過半数を占めた。


〇 「取引先に対する技術流出防止策」では、秘密保持契約締結による担保をしている企業が


６０％以上であった。


〇 実際に取引先の情報管理体制等を確認している企業は、取引先の情報管理体制の確認には


コストがかかる、どのように確認をすればいいか分からない等の理由により２０％であった。









































日　時：２０２０年１０月１４日（水）　１４：００～１６：００


パソコンを活用したオンライン説明会です。


内  容： 


海外へ軍事転用が可能な貨物や企業が保有する機微技術の流出を防ぐため、


①安全保障貿易管理（外為法関連）、②技術等情報管理（産業競争力強化法関連）


及び③営業秘密管理（不正競争防止法関連）の重要性、自主的な管理体制の構築


など企業が取り組むべきポイントについて、ケーススタディを交え解説します。


［①１時間程度、②及び③30分程度］


＊説明会の資料は経済産業省　安全保障貿易管理のウェブサイトで事前にご確認いただ


けます。https://www.meti.go.jp/policy/anpo/seminer_document3.html）





定  員：１００名（定員に達し次第，締め切ります）


申込締切：2020年10月6日（火）


参加費：無  料









